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住饒・学生・専門家の協働によるポケットパ～クづくり　その董
　　　　　　　　　　一薪潟県三条帯につくる墨山の麟廊一

The　co獄s寛r蟹）縫o蕪◎ぜpock磁park　by讐1e　co慧ab◎ratio餓o窒譲蝕ab鉱a鷺ts，　s駿選de職捻a貧d　pr◎艶si◎n綾1＄，

　　　　石向良成＊4，西村伸也＊隻，　櫻井典子＊2，　棒田恵＊3，

　　　　　工藤裕＊4，　野澤明美＊4，　樋口雅希＊4，　渡辺恵＊4

Yoshinari至SHiKO＊4，　S撮n－ya　N更SH夏MURA＊1，聾oriko　SAKU只A1＊2，　Sa宅oshi　BODA＊3，

Y憾UDぴ4，　Akeml　NOZAWA＊4，　Masak田IGUC蕪1＊4，　Meg鷺mi　WATANABE＊4

　新潟県三条市において、学生・住民・專門家との協働によるポケットパーク整備に着目し、

脇働のまちづくり」の課題を探ることを目的としている。初年度の活動では、大学院の授

業で墓本コンセプトの決定を行い、その後実際に整備を行った。1年を通しての活勤の佳方、

情報の共有や活動日程の調整などの面で住民・大学・行政・專門家、それぞれの課題が明

らかになった。

Keyworδs　　Sa薄yo　c鰍Town　plan磁g，　Collabora雛・鳳Pocke之park　Satoyama

　　　　　　　三条市、　まちづくり、協働、ポケットパーク、里山

1、はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まちとして栄えた都市である（殉．壌〉。現在の三条市は、

1一葉．研究活動の背景と臼的　　　　　　　　　　平成1ア年に旧栄町、旧下田村と合併した。三条市の

現在多くの地域で様々な住民参加型の「まちづくり」市街地を東西に横断するように全長1800m程の弥

が行われている。それらは、住民が自発的に行うもの　彦線高架下緑道がある（亀2）。弥彦線は平成9年に高

や行政主体で行われるもの、まちづくりNPOが主体　架式鉄道としての運行が開始され．その際、高架下が

となるものなど様々な形態がある。本稿では、学生が　緑道として整備された。平成10年に緑道沿いの環境

活動に参加し住民との協働により、都市の環境整備を　整備及び利用促進のために11箇所のポケットパーク

進めている新しい形態に着目する。　　　　　　　　　が設けられた（轟93）。

新潟大学大学院自然科学研究科と新潟県三条市弥彦

線沿線地域による『協働のまちづくり』を取り上げる。

この活動は、大学院の授業を通して弥彦線沿線地域の

環境整備を実際に行うもので、平成19年度より活動

が始まった。本稿では、学生と住民が主体となり活動

を継続的に行っていくために必要であると思われる協

働の課題を探ることを目的とする。

1－2，対象地の概要

遍秘

熱
鐸

・　繹

新潟漿三条市はi新潟緊のほぼ中央に位置し、金物の　　　　　　　　轟9」対象地域　　　　亀2強彦線麗架下緑道
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2。活動概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脅93ポケットパーク醜図

2一筆。活動の始まり

　平成10年にポケットパークとして整備され、各ポ

ケットパークのある自治会に管理は委託されていた。

しかし、状況は様々で住民により有効的に利用されて

いるとは言えない場所になっていた。そこで、市はー市

民活動が盛んな土地柄を活かし、協働のまちづくりに

より整備を行い地域を活性化したいと考え、大学に協

力を依頼したことにより活動が始まった。

2－2。初年度の活動綿g④

　本活動はポケットパーク11箇所の内、8箇所を年

1箇所ずつ8年間に渡り継続的・一体的に整備する予

定である。そのため、基本コンセプトが必要であり、

初年度に限り大学院の前期の授業（建築計画・設計学

特論　担当1西村伸也）で基本コンセプトの検討・決

定を行い、決定後試行的に新潟大学工学部西村研究室

と住民の協働により計画・整備することになった。

2－3．参簾者

　活動立上げ時の参加者は弥彦線沿線地域の住民・P

TA（3学区）・市民団体・專門家・新潟大学大学院

生であり、アドバイザーとして新潟大学農学部の紙谷

教授も参加し、活動を進めた。

3．基本コンセプトの検討・決定

　基本コンセプトの検討・決定は、授業を履修した新

潟大学大学院の学生21人と住民で行った。学生2、3

人と住民により8チームを組み、活動を進めた。

⇔まち歩きの実施

学生と住民が瀦わせを行い・チー蠣成御1箇　　　　　　鰯撫翻要
所のポケットパーク、弥彦線沿線地域を回り周辺環境　　　　　　　　　　　　　　　　。　　．　搬崎

日時　　　　　　　活動内容
大挙での活動の始動

5月　◎7／◎5／璽讐

@　　　◎5βo

三条市役所が大学にてレクチャー

O条にて自治会長への説明

6月　　06／08 授業

活動の始動

◎6パ8

揩U／20

揩U／27

実行委員会の立ち上げ

_学部教授によるレクチャー

蜉wにて各班のテーマ魏表
7月　　◎7／0筆

@　　　◎7／18

まち歩き

�@でまち歩きを踏まえての発表
8月　　◎8／筆9

@　　　　08

中間発表

ﾇごとに三条を訪問、テーマ案の検討

9月　　◎9／◎8

@　　　G912

全体テーマ発表

ｲ風間でのレクチャー
整備テーマの決定

09／22

揩X／3◎

全体テーマ決定に向けた調整
S体テーマの決定A　　　　　　｝のこ幽

計画案の検討

給月　　　lGIB 7号ポケットパーク整備レクチャー
i中間発表）

1嘱　　　11／雀◎ ア号PP整備計画決定

蜊闔Rにて植　の選定
ポケットパークの施工

肇2月　　　　等2 施工に・けたディテール誰整
碗　2◎◎8／0竃 による工　離整

2月　　◎2／書6

@　　　◎2／19

@　　　◎2／23

@　　　◎2／24

三条にてヱ嘉著工前説明

nだし
ｷ土、掘劇
ﾗ一ス，

3月　　◎3／02

@　　　◎3／◎8

@　　　◎3／◎9

墓礎

xンチ据付
?Hの石の取り付け

本セプトの検討を行った（麺6）。　　　　　　　　　　　　⑩5｛搬と学生のまち歩き　　　薪96住朧での話し含い
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3沖醗表　　　　　　　　芋驚驚癖募蕉豪庭聯爾、．　　　「
各チ～ムごとに考えた基本コンセプトの案を発表　　ゆ翻交点

し、各チームの案の可能性燗題髄共胤意鮫換2農雛糊鶏擁ぼ驚即ら生灘えて柚ミ　ティ軸」1

を行った。三条らしいものにして欲しい、地域の産業・

歴史を知る場所にして欲しい・子供を考慮したデザイ

ンにして欲しいという要望が多くあった。

4）最終発表

中間発表で指摘された問題点について再度まち歩き

をしたり、専門家の意見を聞くなどし、再検討した基

本コンセプトについてプレゼンテーション、質疑応答

を行った。その後、全チームの案を並べ自由にディス

カッションを行い、それぞれの案に関して理解を深め

た。それぞれのチームの実現できる部分と実現が難し

い部分が明らかになった綿9，7，8）。

6）基本コンセプトの決定

実現できるいいアイディアをできるだけ多く汲み上

げよりよいものを作りたいという考えから、基本コン　　　　　　　　　　　　　　　匁ア墓本コンセプ擦

セプトの綻は標ではなく話し包・によって行わ、　欝rr騨㌔麟幽嚢難灘招

3
○夜でも地域の安心空間高架下か面的に繋がる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きζ植栽婁、『照晒』、『広報』をキーワードに高架下を画的につなげる。

4

繊購べ礁づ、り嗣れながら地域に開いている一　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1『寺社の塙内の雰囲気2をつくり出すことによリ、子供の遊び場、市残のたまり場として。i

5

Q三条みみずの長歴計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
pボケ・トパークに嚇ず・ンボス・・を設凱蜘ら出る生遜脚冨ケ・；トパークを通じて環壕こ配慮した徳環型生活を擬累．　　　　　　　　　　　　　　i

6

〇三条らくがきストリート～子供の”らくがき”から始まる雛代間交流～

|ケットパークを鯵くがき』公園とし、子供→大入→子供の世代闘交流を図る。笑顔

ﾅ購わうらくがきストリート。

7
〇三条の街の断颪線

w街の断薦』を気付かせるめの『視点を変える装置』に。

8

○緑の繊廊と健康公懸

|ケットパーク間て緑のネットワークを構築することにより三条の市街地をr緑の圏廊』

ﾆして囲む。ポケットパークに健康器臭を覆き、健康公園の要素を持たせる。
二昂醇みずの脳西鞠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　ウ　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漏ケ㌻ト’｛一ク7qノ羊ウト　　　誰⑳5E輝と的耀傘構　　　　．　置噸

ﾋ　　　　　　　　　　@　．　隠　　　　齢　　　　　　　・㌦＿　　’　失　　，　　　　　　　　　．

E∵∴・・嚇ゾ　・一一　瓦。媛　　　・

れた。また、基本コンセプトと翼体的な整備イメージ　構　　　　　　　　　　　　　一　醍　　　！　　・

晦

ザイン騰糺た。蜘緑を移植すると㌔・う躰コ譲べ・聴謡・こ繋㌃1還ごへ課じ灘

デザインは住民の要望を聞き、学生が基本計画を　　　　　　、ド〆1　　　　　　　負99デザイン案

に対し燗題髄賄するための乱創・が行われだ／嚢慧ll㌢撃轡㌔麟

厭購点として憐家への襯の酉濾灘げら〆・∴雨；蟻嚇’つ＿ぺ

1曝芒李藩講齢魏ザ㌦’轡轡議｝轡幽…
2）デザイン案のイメージ凝　　　　　　　’㌧＼＼ご畷概
ミ条市には多くの里山があるが、デザインを進める　　　　　　　　　　　、　．撫ボ　　　　∴

中で簸も市民に知られ、親しまれている大崎山の緑を　　　　　　　　　　　　　　　　・　1＼．

移植することとし（⑩ゆ、住宅が密集している街の中　　　　　　　　　　　　嚢9憩里山とポヶヅトノ｛一クの位置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一319一



工夫として床面に石のラインを計画した。全体的には　　　　　　　．　　㌃マ㎜…一…一…『～～　

了解を得ることができたが、住民から隣家への配慮や

バリアフリーに対する配慮をさらにして欲しいという

要望があリデザイン変更を行うことになった（勉．質）。

5．施工

　デザイン案決定後、木や植物の種類を住民・学生・

專門家（樹木医、園芸組合）噺潟大学農学部紙谷教授・

市職員が数回大崎山を訪れ選定した／麺澱）。

　隣家への配慮として　常緑樹の本数を増やすことに

　へ

ミ多　も　…
　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

／Ω　　　　．一瀦　　購　　㌧　　　　○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　漏1・咳▼　　　，2　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　揖9，等3　最終計画案

また、三条工業会より和釘、三条市内の電気店より照　　　聯4最繕緬案模饗写翼　　　　　　　卿5稠

明、土砂販売業者より山砂などの審付といった地域か

らの協力を得て整備を進めている（轟郵5－2◎）。

6．活動における課題

　住民翻の課題として、本活動には弥彦線沿線地域の

1iの自治会から住民が参加しており日常的に住民同

士の交流があったわけではない。初年度ということも

あり、情報の共有と活動の運営の面で住民が一体とな

れていなかったという部分が挙げられる。また、参加

している沿線地域の住民は自治会関係者が多く、広報

誌による広報活動によって、多くの一般住民を巻き込

んだ活動に展開していくことが必要である。

　大学側の課題としては、半期の授業であるため、1

　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ

i綴ご∵，ご饗ご四∴臆ズ：∴錯：；弘∴∵霧1、、∵禦∵欝∴｝惚数、

瞬蕪　　・ぐ　　i婁　　ざ　　ミ1　；1蔑　諜，
；轄；；｛欝…　’割驚…甘”　驚甲”一蒙　　叩讐　㌻摩1繍i爾

璽ご＿壷＿憶＿ご虹ほご…塗麟響
ご滋邊蹴墨㌃＿ご．．滋　　．烹　三一蕊．＿遍
i・・｛，　　麟民　　鋳　　　：f　　　・ゼ　・i・ド　　・

霧　　韓∴，懸　…ぎ……言…㌻セ…嘘

1罫L爺二1写∫黒三1謬曝瓢1蔽i

毒1鷺蝶算二‡1霰蕊茎鼎1：酬
　箏iポ　　　　’∵　　　　｛二　　　　　麟　・．げ　藁　　　註　　N鰯騰購輔嵐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　娠9，竃6　工程表
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